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六
月
二
十
日
、
町
民
体
育
館
（
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
「
敬
老

会
・
七
十
歳
を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
敬
老
が
七
百
二
十
一
人
、

七
十
歳
が
九
十
五
人
、
合
わ
せ
て
八
百

十
六
人
が
対
象
と
な
り
、
当
日
の
出
席

は
、
敬
老
が
二
百
七
十
六
人
、
七
十
歳

が
七
十
二
人
、
合
わ
せ
て
三
百
四
十
八

人
で
し
た
。

町
の
敬
老
会
は
、
今
年
か
ら
対
象
年

齢
を
、
昨
年
の
満
七
十
三
歳
か
ら
満
七

十
五
歳
に
引
き
上
げ
、
昨
年
に
く
ら
べ

出
席
者
は
六
十
七
人
ほ
ど
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
会
場
に
集
ま
っ
た

元
気
な
顔
は
ま
だ
ま
だ
現
役
と
い
っ
た

様
子
で
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た

会
場
で
は
、
受
付
を
す
ま
せ
る
と
す
ぐ

に
、
あ
ち
こ
ち
で
近
況
な
ど
の
会
話
が

は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

長
寿
を
祝
っ
て
贈
ら
れ
る
祝
い
金
と

記
念
品
の
対
象
者
は
、
長
寿
祝
金
（
満

九
十
歳
以
上
）
が
五
十
五
名
、
敬
老
祝

金
（
米
寿
）
が
十
九
名
、
記
念
品
（
満

八
十
歳
）
が
三
十
八
名
で
し
た
。
祝
い

金
と
記
念
品
は
、
当
日
出
席
さ
れ
た
対

象
者
の
方
に
は
、
式
の
中
で
町
長
を
は

じ
め
と
す
る
町
四
役
か
ら
、
お
祝
い
の

言
葉
が
添
え
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

感
謝
の
気
持
を
込
め
、
今
年
の
作
文
を

発
表
し
て
く
れ
た
の
は
、
八
塩
小
学
校

三
年
の
田
代
翔
く
ん
、
高
瀬
小
学
校
二

年
の
大
日
向
優
ち
ゃ
ん
、
大
琴
小
学
校

二
年
の
阿
部
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

出
来
事
の
中
に
、
ひ
と
つ
ず
つ
小
さ
な

『
あ
り
が
と
う
』
が
記
さ
れ
て
い
て
、
聞

い
て
い
る
お
年
寄
り
達
も
、
優
し
い
目

で
見
つ
め
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
乾
杯
の
後
は
、
町
内
の
保
育

園
児
達
や
民
謡
同
好
会
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
。
今
年
の
園
児
達

の
余
興
は
、
み
ど
り
保
育
園
は
初
め
て

の
発
表
と
な
る
太
鼓
、
永
慶
保
育
園
は

か
わ
い
い
お
祭
り
衣
装
の
お
遊
戯
な
ど

で
、
会
場
に
は
笑
顔
と
拍
手
が
し
き
り

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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敬老会･70歳を祝う会

会のしめくくりに、来年の元
気な再会を祈念して、出席者
一同ばんざい三唱。

式のなかで、祝い金や記念
写真が出席した対象者に手
渡されました。写真は88歳
（米寿）の記念写真。

子ども達の一生懸命な姿に、思わずほほ
えみがこぼれ、拍手が贈られます。

ゆかたに身を包み、
花笠を持って踊り
ながらの入場。場
内が華やかになり
ました。（永慶保育
園の子供たち）

初めての舞台となる
太鼓、演目は『豊年
太鼓』。勇ましい衣
装をまとい、ばちさ
ばきも板についてい
ます。（みどり保育
園の子供たち）
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わ
た
し
に
は
、
三
人
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
一
人
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
い
し

ょ
く
を
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
草
を
む
し
っ
た
り
、
は

た
け
に
な
え
や
た
ね
を
う
え

た
り
し
ま
す
。

朝
は
四
じ
に
お

き
て
、
よ
る
は

九
じ
は
ん
に
ね

ま
す
。
朝
か
ら

ば
ん
ま
で
、
家

の
た
め
一
生
け
ん
め
い
に
は

た
ら
い
て
い
ま
す
。
土
曜
日

に
は
ま
い
週
、
と
う
こ
う
え

ん
に
い
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
も
い
っ
し
ょ
に
い
っ
て
い

ま
す
。
九
十
一
さ
い
に
な
る

大
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は
、
大

の
な
か
よ
し
な
の
で
、
ま
い

日
い
き
た
い
な
あ
と
お
も
う

け
ど
、
学
校
で
い
け
ま
せ
ん
。

い
つ
も
げ
ん
気
で
い
て
ほ
し

い
な
あ
と
お
も
い
ま
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
草
か
り
の
は
と
ぎ
を
し

て
い
ま
す
。
た
ま
に
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
を
す
る
と

き
が
あ
り
ま
す
。
け
ん
か
を

あ
ま
り
し
な
い

と
い
い
な
あ
と

お
も
い
ま
す
。

三
人
目
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

赤
田
に
す
ん
で

い
ま
す
。
だ
い
一
び
ょ
う
い

ん
で
、
そ
う
じ
の
お
ば
さ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
う
ち
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
で
ん
わ
を
す

る
と
、
す
ご
ー
く
な
が
い
で

す
。み

ん
な
か
ら
だ
に
気
を
つ

け
て
、
な
が
い
き
し
て
ほ
し

い
な
あ
と
お
も
い
ま
す
。

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん

高
瀬
小
学
校

大

日

向
　
　
優

東由利町の長寿 

大　場　ハツエ　さん
（明治37年3月生・97歳・久保）

「食べ物に好き嫌いはありません。歩
くことが出来なくなりましたが、折
り鶴を作ったり、野菜のつる取りや
皮むきを手伝ったり、手を動かすよ
うにしています。楽しみは、やしゃ
ごが遊びに来ることです。」

福　田　末　造　さん

（明治36年8月生・97歳・下通）

「ゲートボールが好きで、2～3年前ま

でやっていました。今ではあまり外

に出なくなりましたが、たまに家の

中でボールを打っています。135歳が

長生きの目標です。」

高　橋　タケヨ　さん

（明治35年2月生・99歳・小倉）

「晴れた日は散歩に出かけます。家の

中ではよく廊下の掃除をします。ポ

ップコーンが好きで、子供たちの漫

画を見たりもします。そんな若い気

持が、長生きのもとかも知れません。」

伊　東　　　潔　さん

（明治36年3月生・98歳・岩舘）

「酒はほとんど飲みません。若い頃、

山を歩いて体を鍛えたため、この歳

でもこんなに丈夫で元気です。天気

のいい日などは、また山へ行きたく

なります。」

佐　藤　ア　キ　さん
（明治35年9月生・98歳・東光苑）

「くだものが好きで、以前は健康のため
リンゴをよく食べていました。くだも
のの変わった食べ方で、バナナにマヨ
ネーズ。結構おいしいです。年のわり
に耳が良く、足音と声で職員の方を聞
き分け、びっくりされたりします。」



■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に

関
す
る
法
律
」に
よ
り
、高
齢
者
向
け

に
建
設
さ
れ
る
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
行
う
も

の
。概
要
は
、最
初
の
五
年
間
に
つ
い

て
税
額
が
三
分
の
一
に
。

■
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一

部
改
正

奨
学
資
金
貸
付
基
金
に
六
百
万
円

を
積
み
増
し
し
、
基
金
の
額
を
三
千

二
百
万
円
に
し
た
も
の
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
億
千
五
百
十
五
万
三
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
四
十
億
四
千
百
十

五
万
三
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と

な
っ
た
主
な
歳
出
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
。

▼
固
定
資
産
鑑
定
評
価
委
託
料
百
八

十
五
万
円
▼
社
会
福
祉
協
議
会
運
営

費
補
助
金
五
百
二
十
万
円
▼
転
作
ほ

場
排
水
整
備
事
業
費
補
助
金
百
万
円

▼
設
計
委
託
料(

家
畜
糞
尿
処
理
施
設

給
水
設
備
ほ
か)

八
百
五
十
二
万
七
千

円
▼
道
路
区
画
線
設
置
等
工
事
費
五

百
九
十
四
万
円
▼
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

進
入
路
付
け
替
え
調
査
測
量
費
三
百

万
円
▼
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入
費

二
千
九
百
万
円
▼
奨
学
資
金
貸
付
基

金
繰
出
金
六
百
万
円
▼
小
中
学
校
ド

リ
ー
ム
ア
ッ
プ
事
業
費
二
百
万
円
▼

深
山
地
区
災
害
復
旧
工
事
費
等
五
百

万
円

■
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
老
人
保

健
医
療
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
十
万
二
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
億
九

千
二
百
六
十
四
万
七
千
円
と
し
た
も

の
。歳
出
予
算
の
補
正
は
前
年
度
事
業

実
績
に
よ
る
医
療
費
の
精
算
還
付
金
。

■
農
集
排
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
四
百
一
万
二

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
三
億

四
千
五
百
十
四
万
五
千
円
と
し
た
も

の
。
歳
出
予
算
補
正
の
内
訳
は
、
機

構
改
革
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
。

■
選
挙
長
等
の
報
酬
・
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
開
票
管

理
者
、
投
票
立
会
人
、
選
挙
立
会
人

及
び
開
票
立
会
人
の
報
酬
の
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
三
百
円
か
ら
四
百
円
引
き

上
げ
た
も
の
。
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次
代
を
担
う
人
材
育
成

町
議
会
六
月
定
例
会
が
六
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
十
五
日
ま
で
四
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
六
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
報
告
一
件
を
承
認
、

要
望
一
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

議会6月定例会
奨
学
資
金
貸
付
基
金
を
拡
充

社
福
協
へ
五
百
二
十
万
円
補
助

■
本
荘
・
由
利
広
域
組
合
リ
サ
イ
ク

ル
施
設

町
が
業
務
を
受
託
。
広
域
の
職
員
一

名
が
現
場
に
常
駐
し
、
指
揮
・
監
督
を

行
っ
て
い
る
。
作
業
職
員
は
男
性
五
名
、

女
性
二
名
の
計
七
名
。
施
設
が
稼
働
し

て
二
カ
月
、
様
々
な
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
広
域
住
民

の
み
な
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

■
本
荘
由
利
広
域
組
合
埋
立
地
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
流
出
防
止
対
策

国
の
基
準
を
上
回
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
地
震
な
ど
に

よ
り
岩
盤
が
劣
化
し
た
た
め
と
さ
れ

る
。
対
策
に
向
け
汚
染
状
況
範
囲
を
調

査
す
る
。
九
月
議
会
に
広
域
組
合
負
担

金
の
補
正
予
算
を
提
出
す
る
。

■
稲
　
作

田
植
え
後
の
生
育
状
況
は
、
比
較
的

好
天
に
恵
ま
れ
、
植
え
傷
み
も
少
な
く

お
お
む
ね
順
調
。

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
は
、
本
町

分
生
産
調
整
（
転
作
）
目
標
面
積
三
九

〇
�
、
配
分
率
（
水
田
総
面
積
の
割
合
）

三
三
・
三
�
。

平
成
十
二
年
産
米
の
販
売
状
況
は
、

販
売
数
量
一
三
〇
、
四
四
九
袋
で
、
対

町
長
行
政
報
告
の
要
旨



前
年
比
は
九
五
・
六
�
。
販
売
金
額
は

約
九
億
二
千
万
円
で
、
対
前
年
比
は
九

〇
・
八
�
。

■
畑
　
作

平
成
十
二
年
度
主
要
畑
作
物
の
販
売

実
績
は
総
額
約
二
億
三
千
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
約
一
千
万
円
の
減
。

個
々
の
作
物
の
販
売
実
績
は
、
イ
ン
ゲ

ン
が
約
一
千
八
百
万
円
（
前
年
度
比
九

十
六
万
円
の
増
）、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
約
三

千
二
百
万
円
（
前
年
度
比
八
十
五
万
円

の
増
）
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
春

先
の
天
候
不
順
と
夏
の
猛
暑
の
影
響
に

よ
り
、
葉
た
ば
こ
が
約
一
億
二
千
七
百

万
円（
前
年
度
比
四
百
二
十
万
円
の
減
）、

馬
鈴
薯
が
約
一
千
四
百
万
円
（
前
年
度

比
三
百
六
十
万
円
の
減
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

市
町
村
長
の
特
認
に
よ
り
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
緩
傾
斜
地
に
つ

い
て
は
、測
量
結
果
に
基
づ
き
団
地
協
定

と
集
落
協
定
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
る
。
六
月
末
に
国
に
交
付
申
請
す
る
予

定
。

■
国
道
一
〇
七
号
線
改
良

板
戸
工
区
の
う
ち
一
・
二
工
区
（
特

殊
改
良
一
種
）
の
工
事
完
了
を
、
平
成

十
五
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
に
前
倒

し
。

板
戸
二
工
区
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

（
延
長
一
九
五
�
）
に
伴
う
河
川
の
付
け

替
え
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
本
体
工
事
は
、
県
外
地
権
者
の
了

解
次
第
で
、
今
年
秋
頃
の
着
工
予
定
と

な
る
が
、
現
在
交
渉
が
難
航
。
県
に
お

い
て
今
後
の
対
応
を
検
討
。

三
工
区
（
久
保
〜
二
工
区
、
延
長
約

一
、
五
〇
〇
�
）
は
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
国
体
関
連
生
活
道
路
整
備
事
業
で

行
い
、
板
戸
工
区
全
体
の
完
成
は
平
成

十
七
年
度
の
予
定
。

■
神
岡
南
外
東
由
利
線
改
良

岩
舘
バ
イ
パ
ス
工
事
（
延
長
一
、
三

七
〇
�
）
は
昨
年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
。
平
成
十
二
年
度
は
橋
台
二
基

（
横
渡
側
）、
土
盛
り
工
事
（
法
内
側
）

を
実
施
。
平
成
十
三
年
度
は
事
業
費
二

億
八
千
四
百
万
円
、
橋
台
一
基
（
法
内

側
）
な
ど
。
全
体
の
完
成
は
平
成
十
五

年
度
の
予
定
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

老
方
・
舘
合
地
区
の
加
入
状
況
は
、

五
月
三
十
一
日
現
在
で
公
共
桝
設
置
戸

数
五
九
一
戸
に
対
し
加
入
二
〇
九
戸
、

約
三
五
･
四
�
の
加
入
率
。

蔵
法
内
地
区
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
五
カ
年
事
業
で

行
わ
れ
る
。
計
画
処
理
人
口
一
、
三
四

〇
人
、
戸
数
三
〇
〇
戸
、
管
路
延
長
一

五
、
六
九
〇
�
。
平
成
十
三
年
度
事
業

は
管
路
延
長
一
、
三
〇
〇
�
な
ど
。

■
黄
桜
ま
つ
り

四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま

で
の
観
桜
会
期
間
中
、
三
万
四
千
人
が

来
場
。
十
二
・
十
三
日
の
イ
ベ
ン
ト
は

二
日
間
で
二
万
人
を
超
え
る
。「
八
塩
い

こ
い
の
森
」
の
認
知
度
が
上
が
り
、
八

月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
」
に
も
期
待
が
か
か
る
。

■
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
て
い
た
エ
ミ
リ

ー
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
さ
ん
が
、
七
月
に
一

年
間
の
赴
任
を
終
え
帰
国
。
替
わ
っ
て

八
月
一
日
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
ニ
コ
ラ
・
エ
リ
ス
さ
ん
（
女
性
）
が

来
町
す
る
。

■
町
税
･
国
保
税
収
納
状
況

平
成
十
二
年
度
出
納
閉
鎖
時
の
納
税

実
績
は
、
四
税
（
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
保
税
）
合
わ
せ

て
三
億
八
千
五
百
万
円
、
納
入
率
は
九

八
・
六
八
�
。
滞
納
分
六
百
五
十
万
円

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
徴
収
に
務
め

る
。

■
役
場
庁
舎
建
設

公
共
事
業
と
し
て
三
月
十
六
日
付
け

で
事
業
認
定
を
受
け
た
。
関
係
者
六
名
、

十
六
筆
の
面
積
一
九
、
五
三
一
平
方
�

に
つ
い
て
、
五
月
八
日
で
所
有
権
移
転

完
了
。
五
月
な
か
ご
ろ
基
本
計
画
が
で

き
あ
が
り
、
実
施
設
計
を
現
在
作
成
中
。

5 広報ひがしゆり　13.7.1

本
会
議
に
お
い
て
、
二
人
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
質
問

の
趣
旨
抜
粋
）

中
　
西
　
蔵
之
助
　
議
員

▽
里
山
保
全
条
例
の
制
定
を
▽
地
方
交

付
税
の
削
減
に
対
し
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
▽
横
荘
線
を
顕
彰
す
る
構
想

は
な
い
か
▽
介
護
保
険
事
業
開
始
後
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
▽
地

方
分
権
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
▽
本
荘
由
利
の
市
町
村
合
併
の
取
組

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

▽
侵
略
戦
争
を
美
化
す
る
歴
史
教
科
書

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
▽
農
家
経
営

や
農
村
経
済
に
痛
手
を
与
え
る
農
業
諸

問
題
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
▽

国
保
税
滞
納
者
の
状
況
と
、
十
月
以
降

(

減
額
措
置
期
間
終
了
後)

介
護
保
険
料

徴
収
に
伴
う
滞
納
者
へ
の
対
策
は
ど
う

す
る
の
か

一
　
般
　
質
　
問
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大正12年5月17日、本町葎沢に生まれる。
16歳で上京し、尺八の師範に。昭和39年、
浅野梅若さんの誘いを受け民謡会に入り、
51年、藤丸会を結成。わずか2年後には会員
が3,500人に。平成2年、日本民謡協会名誉
教授となり、「民謡の底辺拡大のためには、
教師の育成が必要」と平成3年から秋田大学
教育学部音楽科で非常勤講師を務めた。そし
て、平成12年、財団法人日本民謡協会から
「民謡会の至宝」と認められ名人位を受章。

本
町
出
身
で
町
功
労
者
で
も
あ
る
藤
丸
貞
蔵
氏
の
名
人
位
受
章
を

記
念
し
て
、
藤
丸
会
郷
土
訪
問
さ
な
ぶ
り
大
会
が
六
月
三
日
、
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
は
名
人
の
ほ
か
、
歌
手
の
千
葉
美
子
さ
ん
、
藤
丸
東
整
さ

ん
（
本
町
出
身
）
な
ど
藤
丸
会
と
、
東
由
利
町
民
謡
同
好
会
の
み
な

さ
ん
で
、
歌
声
や
尺
八
、
三
味
線
の
音
色
を
響
か
せ
、
観
客
を
お
お

い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

東風藤丸貞蔵氏（とうふう・ふじまるていぞう）

�観客から花束
を受け取る名
人（左）、会
場中に響き渡
る千葉美子さ
んの歌声（右）

▲唄や演奏が終わる度に沸き起こる大きな拍手

▲町出身の高沢東整さんが『江差馬子唄』を聴かせます

▲名人を囲んで三味線と尺八の合奏



▲２期工区、終点とな 
　る板戸側の工事現場。 
　平成14年度完成を目 
　指して、着々と工事 
　が進む 

２期工区、終点となる 
板戸側の工事現場。平 
成14年度完成を目指し 
て、着々と工事が進む 

２期工区、終点となる 
板戸側の工事現場。平 
成14年度完成を目指し 
て、着々と工事が進む。 

諏訪山トンネルの向こう側が新 
しいトンネル。見えているのは 
3号トンネル（175m）で、くぐ 
り抜けるとすぐ２号トンネル 
（200m）がある 

諏訪山トンネルの向こう側が新 
しいトンネル。見えているのは 
3号トンネル（175m）で、くぐ 
り抜けるとすぐ２号トンネル 
（200m）がある。 

雪車町側から見る石沢バイパス 
の路線。山肌に見えているのは 
１号トンネル。 

雪車町側から見る石沢バイパス 
の路線。山肌に見えているのは 
１号トンネル。 

7 広報ひがしゆり　13.7.1

平
成
七
年
か
ら
改
良
工
事
が

始
ま
っ
た
国
道
一
〇
七
号
線
の

板
戸
工
区
。
そ
の
全
工
程
は
三

工
区
か
ら
な
り
ま
す
。
平
成
十

二
年
九
月
に
一
工
区
の
ト
ン
ネ

ル
「
黄
桜
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通

し
、
現
在
横
手
方
面
に
向
か
う

板
戸
側
（
二
工
区
）
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

黄
桜
ト
ン
ネ
ル
か
ら
五
海
保
地

区
に
つ
な
が
る
三
工
区
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
か
ら
調
査
が
始

ま
り
、
用
地
の
交
渉
な
ど
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

全
体
工
期
に
つ
い
て
は
、
特

殊
改
良
一
種
工
事
に
よ
る
一
・

二
工
区
が
、
平
成
七
年
度
か
ら

平
成
十
四
年
度
ま
で
、
三
工
区

は
国
体
関
連
生
活
道
路
整
備
工

事
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
平
成

十
七
年
度
ま
で
の
計
画
で
行
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
同
国
道
の
石
沢
工
区

（
大
簗
〜
雪
車
町
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
八
年

国道107号

進む
改良工事

人
と
未
来
を
つ
な
ぐ

度
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

工
区
内
の
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の

う
ち
、
二
つ
が
貫
通
し
て
い
ま

す
。日

本
海
と
太
平
洋
（
大
船
渡

市
）
を
結
ぶ
国
道
一
〇
七
号
。

本
荘
・
横
手
間
に
位
置
す
る
本

町
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
生
活

路
線
で
す
。
国
道
が
改
良
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
ヒ

ト
と
モ
ノ
の
流
れ
が
活
発
に
な

り
、
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国道107号道路改良における、久保
～大平間の事業説明会を、次により開
催いたします。つきましては関係者の
方のご出席をお願いします。また事業
に関心のある方のご参加もお待ちして
います。
と　き　平成13年7月11日(水)

午後1時30分
ところ　玉米会館
内　容　事業の内容、今後の進捗など
問い合わせ　秋田県由利建設事務所

道路課道路建設第二班
TEL 0184-22-5438

国道107号
国体関連生活道路整備工事
板戸工区 事業説明会のお知らせ

昨年９月に完成した「黄
桜トンネル」は１期工区。
これより板戸方向が２期
工区、五海保方向が３期
工区となる。

本年度に調査
が実施される
久保地区（３
期工区）
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８月１日（水）にオープニングセレモニーが行われると、いよいよ八塩いこいの森にパークゴルフ
場が仲間入りします。楽しく安全にプレーをしていただけるようコース整備も準備バンタン！ファミ
リーから達人までどんな方にも楽しんでいただくことができます。八塩山をバックに、芝の緑を抜け
ていく風の中でゆったりとパークゴルフを満喫してみませんか。

今回の参議院議員通常選挙から比例代表に『非拘束名簿式』が導入され、投票は政党名あるいは
候補者名のどちらを書いてもよくなりました。ただし県選出議員の場合は候補者名を書かなければ
なりません。

投　　票　　時　　間　：　午前7時から午後7時
（各投票所とも法定時刻より1時間早く閉じます）

不在者投票のできる期間　：　7月12日から7月28日
不在者投票のできる人
①　投票日当日に日曜出勤など仕事の予定があって投票所に行けない方
②　投票日当日にレジャーや買物などの私用で、投票日の投票区内にいない方
③　投票日当日に病気やケガ、妊娠などの理由で歩けない方や入院中の方など

不在者投票は午前8時30分から午後8時まで役場選挙管理委員会で受け付
けています。
※お問い合わせ先　東由利町選挙管理委員会（69－2110）

参議院議員通常選挙の投票日は7月29日（日）です

新たなるドラマの予感　この選挙

　　　　　　　さくらコース・もみじコース 
　　　　　　　各9ホールずつの全18ホール 

　　　　　　　大人 400円、小人 200円（1ラウンド）
　　　　　　　貸し用具100円（クラブとボール） 

　　　　　　　八塩いこいの森「センターハウス」 
　　　　　　　�６９－２３３２ 

（必ずセンターハウスで受付を済ませてからプレー 
をお楽しみください） 

コース案内 

料　　　　金 

予約・問合せ 
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大
琴
小
学
区
の
卒
業
者
の
方

に
、
式
典
祝
賀
会
の
案
内
を
送
付

い
た
し
ま
す
。
記
念
誌
の
申
込
案

内
と
寄
付
の
お
願
い
を
あ
わ
せ
て

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
記
念
誌
に
掲
載
す
る
原

稿
と
、
宿
・
袖
山
・
大
琴
小
学
校

に
関
す
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
琴
小
学
区
の
卒
業
生
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
原
稿
に
は
顔
写
真
を
添
え
、

九
百
字
程
度
を
目
安
と
し
て
い
ま

す
が
、
長
く
て
も
短
く
て
も
結
構

で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
原
稿
と
写
真
の

締
切
は
、
七
月
二
十
五
日(

水)

と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
―
大
琴
小
学
校

さよなら大琴小学校シリーズ②

『思い出つづる記念事業』
大琴小学校では昨年12月より、開校20周年と閉校を記念した

3つの事業の推進委員会を組織し、現在準備が進められています。
計画されている事業は、8月16日に行われるタイムカプセル開
封。このカプセルは昭和63年9月に埋められたもので、開封行事
には当時1年生から6年生までの児童だった方が参加されます。
もうひとつの事業が記念誌の編集。記念誌部を組織し、現在

資料や原稿の収集活動が行われています。そして事業の総まと
めが、11月3日に行われる記念式典と記念碑除幕式となります。

明治７年８月　石沢学校船木分教場（仮教場）開校

10月　蔵小学校宿分教場が設けられる

８年４月　船木小学校を称する

15年11月　玉米小学校宿村分校設置

土場沢に巡回所を設ける

20年４月　蔵小学校宿分教室設置

25年１月　校舎新築落成

４月　宿尋常小学校独立開校

39年11月　沼に冬季臨時教育場を開設

大正８年11月　大台に家庭教育場を開設

昭和２年11月　校舎本館落成式

16年４月　下郷村立宿国民学校と改称

22年４月　下郷村立宿小学校と改称

24年２月　宿小学校大台分校を通年開設

56年３月　袖山小学校と統合し、廃校となる

56年４月　大琴小学校誕生

大琴小学校の沿革概要（その１）

宿小学校

昨
年
、
東
風
藤
丸
貞
蔵
先
生
が
、
秋
田
県
で

は
浅
野
梅
若
先
生
に
次
い
で
二
人
目
と
い
う
財

団
法
人
日
本
民
謡
協
会
の
名
人
位
の
称
号
を
授

与
さ
れ
た
快
挙
は
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

先
生
の
熱
い
お
気
持
ち
か
ら
、
六
月
三
日
に

町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
町
民
謡
同

好
会
の
皆
さ
ん
の
協
賛
も
い
た
だ
い
て
「
さ
な

ぶ
り
大
会
」
と
銘
打
っ
て
報
告
会
を
開
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

藤
丸
先
生
は
少
々
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
名
人
芸
の
尺
八
の
演
奏
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ず
心
残
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
門
三
十
人
の
熱
の
こ
も
っ
た
唄
や
演
奏

が
あ
り
、
協
賛
く
だ
さ
っ
た
町
民
謡
同
好

会
の
熱
演
も
あ
り
、
会
場
に
は
終
始
大
き

な
拍
手
が
渦
巻
き
ま
し
た
。
我
が
町
の
レ

ベ
ル
の
高
い
民
謡
を
堪
能
し
、
改
め
て
確

認
す
る
さ
な
ぶ
り
大
会
と
も
な
り
ま
し

た
。当

日
は
町
内
各
地
で
運
動
会
始
め
様
々

な
行
事
等
が
あ
り
、
名
人
位
東
風
藤
丸
先

生
を
迎
え
て
の
さ
な
ぶ
り
大
会
へ
の
集
ま

り
を
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
ど
う
し
て
会
場
一
杯
が
埋
ま
り
、
我
が

東
由
利
町
の
皆
さ
ん
の
民
謡
好
き
が
実
証
さ
れ

た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
基
盤
が
あ

っ
て
浅
野
和
子
・
梅
清
ご
姉
弟
は
じ
め
、
柿
崎

竹
美
さ
ん
等
日
本
を
代
表
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

活
躍
が
あ
る
の
だ
と
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

藤
丸
先
生
始
め
御
一
門
の
皆
さ
ん
の
益
々
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
。

た
だ
少
々
残
念
な
こ
と
は
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
、
一
門
の
皆
さ
ん
や
民
謡
同
好
会
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
、
藤

丸
先
生
作
曲
の
東
由
利
音
頭
を
唄
わ
れ
た
と
き

に
、
会
場
か
ら
な
か
な
か
声
が
出
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
も
っ
と

も
っ
と
東
由
利
音
頭
を
唄
い
、
普
及
し
て
行
き

た
い
も
の
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

六
月
二
十
日
に
は
恒
例
の
町
敬
老
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
対
象
者
を
七
十
五
歳
以

上
に
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
古
希
の
年
齢
に
達
し
た
皆
さ
ん
の
会
も
一
緒

に
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
を
心
配
し

ま
し
た
が
、
雨
も
止
み
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
の

天
気
に
ご
出
席
の
皆
さ
ん
の
精
進
の
良
さ
が
実

証
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

花
を
添
え
た
、
み
ど
り
・
永
慶
両
保
育

園
の
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や
踊
り

に
も
皆
さ
ん
が
目
を
細
め
、
手
を
た
た
い

て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
最

高
齢
者
は
九
十
四
歳
の
小
松
ク
メ
ヨ
さ
ん

で
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
、
来
年
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
か
ら
…
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

今
年
も
ご
出
席
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
年
二
月
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
方
も

元
気
で
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
百
歳

長
寿
の
お
祝
い
金
を
差
し
上
げ
れ
る
と
楽
し
み

に
し
て
も
お
り
ま
す
。
来
年
の
敬
老
会
で
は
、

こ
の
方
の
百
歳
を
是
非
み
ん
な
で
お
祝
い
し
た

い
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
十
七
日
に

は
由
利
郡
の
学
童
野
球
大
会
が
本
町
の
野
球
場

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
候
補
の

筆
頭
と
言
わ
れ
た
大
琴
小
は
残
念
な
が
ら
二
回

戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
高
瀬
小
が

準
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
い
い
思

い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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「
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
実
社
会
も

別
の
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
社
会

で
迷
惑
だ
と
思
う
こ
と
は
ネ
ッ
ト
上
で

も
同
じ
で
す
」
講
師
の
先
生
の
言
葉
に

う
な
ず
く
。
な
る
ほ
ど
、
ネ
ッ
ト
上
で

の
犯
罪
が
目
立
つ
け
れ
ど
実
社
会
で
も

同
じ
こ
と
。
結
局
ど
ん
な
場
所
で
も
個

人
の
マ
ナ
ー
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ

と
か
。（
Ｉ
Ｔ
講
習
参
加
者
の
声
か
ら
）

国
民
全
て
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

政
府
に
お
い
て
は
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
の

恩
恵
を
す
べ
て
の
国
民
が
う
け
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
国
際
的
に
競
争
力
の
あ

る
「
Ｉ
Ｔ
立
国
」
の
形
成
を
目
指
し
て
、

全
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

よ
う
国
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
が
こ
の
「
Ｉ
Ｔ

基
礎
技
能
講
習（
通
称
Ｉ
Ｔ
講
習
）」
で

す
。十

二
時
間
で
基
礎
学
ぶ

今
回
の
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は

ご
承
知
で
し
ょ
う
が
、
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方
の
た
め
に
講
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
全

く
の
初
心
者
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る

一
日
三
時
間
、
四
日
間
合
計
十
二
時
間

の
講
習
で
す
。
二
十
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
自
由
。
教
室

が
開
か
れ
て
い
る
公
民
館
学
習
室
は
常

に
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
七

十
八
名
の
方
が
講
習
を
終
了
し
て
い
ま

す
。講

習
初
日
は
「
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
」。
パ
ソ
コ
ン
の
構
造
と
役
割
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
マ
ウ
ス
の

操
作
方
法
を
覚
え
ま
す
。
ゲ
ー
ム
な
ど

も
取
り
入
れ
て
楽
し
く
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。

特
集
・
Ｉ
Ｔ
講
習

は
じ
め
よ
う
、パ
ソ
コ
ン

四
月
か
ら
全
国
で
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｔ
講
習
会
。
本
町
で
も
実
施
、
六
月
末
現
在

で
六
回
の
講
習
（
日
中
二
コ
ー
ス
、
夜
間
四
コ
ー
ス
）
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

全
十
二
回
（
予
定
）
で
す
が
、
講
習
日
程
の
半
分
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
・
Ｈ
さ
ん

講
習
内
容
は
実
際
に
講
習
を
受
け
た
人

し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
講
習
生
の
一
人
に
日

記
と
い
う
形
で
振
り
返
っ
て
み
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
講
習
前
日

明
日
か
ら
講
習
会
。
仕
事
で
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
部
分
し
か
使
う
こ
と
し
か
な
い
の
で

大
丈
夫
か
ど
う
か
心
配
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
電
子
メ
ー
ル
、
チ
ャ
ッ
ト
と
楽
し
そ
う
な

所
ま
で
た
ど
り
着
け
ま
す
よ
う
に
。

◆
初
日

思
っ
た
よ
り
も
ず
っ
と
気
軽
に
操
作
で

き
た
気
が
す
る
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は
抵

抗
を
感
じ
た
け
れ
ど
、
フ
タ
を
開
け
る
所
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
説
明
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
な
ん
と
な
く
お
ぼ
え
て
い

た
事
項
を
改
め
て
易
し
く
説
明
し
て
も
ら
え

た
こ
と
で
少
し
自
信
が
つ
い
た
か
も
。
ソ

リ
テ
ィ
ア
で
操
作
の
練
習
を
、
と
い
う
よ

り
は
も
っ
ぱ
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
し
ま

い
、
休
憩
時
間
も
取
り
組
ん
で
し
ま
っ
た
。

◆
二
日
目

文
字
入
力
の
壁
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
仕
事
で
多
少
変
換
な
ど
は
使

Ｉ
Ｔ
講
習
日
記

ＩＴ講習とは～パソコンや
インターネットに関する基礎
技能を取得していただくため
に開催する、パソコンに触れ
たことがない初心者（全国
550万人の成人）を対象にし
た講習。

▲講習生ひとりひとりにパソコン

▲全12時間の講習に臨む講習生たち



11 広報ひがしゆり　13.7.1

二
日
目
は
「
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文

字
入
力
」。
文
字
の
配
列
を
お
ぼ
え
て
、

簡
単
な
文
章
作
成
を
行
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
慣
れ
て
い
な
い
方
に
は
大
変
な

一
日
で
す
が
、
も
っ
と
も
大
切
な
内
容

で
す
の
で
じ
っ
く
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

三
日
目
は
「
電
子
メ
ー
ル
の
使
い

方
」。
講
習
生
の
間
で
実
際
に
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
を
行
い
、
メ
ー
ル
の
仕
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

最
終
日
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
法
」。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ャ
ッ

ト
、
電
子
掲
示
板
な
ど
を
実
際
に
体

験
し
ま
す
。

初
心
者
に
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
「
本
当
に
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
不

安
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
常
時
、

講
師
一
人
、
補
助
講
師
一
人
、
公
民
館

職
員
が
講
習
会
場
に
い
ま
す
の
で
、
疑

問
点
が
あ
っ
て
も
安
心
で
す
。

メ
ー
ル
の
即
時
性
に
感
激

講
習
に
参
加
さ
れ
た
宮
野
源
二
郎
さ

ん
（
横
小
路
）
に
今
回
の
講
習
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
前
に
ワ
ー
プ
ロ

は
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン

と
な
る
と
難
し
い
印
象
が
あ
り
ま
し

た
。
他
の
皆
さ
ん
と
は
進
み
方
こ
そ
違

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
講
習
を
受
け

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
に
よ
り
の
驚
き
は
メ
ー
ル
で
し

た
。
出
し
た
瞬
間
、
相
手
へ
届
く
即
時

性
に
感
激
し
ま
し
た
。

年
配
の
方
も
パ
ソ
コ
ン
を
敬
遠
せ

ず
、
若
者
に
負
け
な
い
気
力
で
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
」

今
後
の
講
習
予
定
か
ら

第
一
期
Ｉ
Ｔ
講
習
は
七
月
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
第
二
期
Ｉ

Ｔ
講
習
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程
は
次
の

予
定
で
す
。

■
第
二
期
講
習
予
定
■

（
全
て
夕
方
六
時
か
ら
九
時
ま
で
）

▼
八
月
講
習
①

一
日
�
、
二
日
�
、

七
日
�
、
八
日
�

▼
八
月
講
習
②

二
十
二
日
�
、
二

十
三
日
�
、
二
十
八
日
�
、
二
十
九
日

�▼
九
月
講
習

十
七
日
�
、
十
八
日

�
、
二
十
五
日
�
、
二
十
六
日
�

▼
十
月
講
習

十
日
�
、
十
一
日
�
、

十
六
日
�
、
十
七
日
�

▼
十
一
月
講
習

十
四
日
�
、
十
五

日
�
、
二
十
一
日
�
、
二
十
二
日
�

申
し
込
み
は
七
月
五
日
か
ら
。
公
民

館
内
Ｉ
Ｔ
講
習
担
当
（
六
九
―
二
三
一

一
）
ま
で
。
先
着
六
十
五
名
で
す
。

な
お
、
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
習

は
十
一
月
で
終
了
し
ま
す
が
、「
も
う

少
し
パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
た
い
」、「
そ
の

他
に
パ
ソ
コ
ン
で
何
が
で
き
る
か
知
り

た
い
」
と
い
う
よ
う
な
方
を
対
象
に
し

た
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
こ
の
後
公
民
館
だ
よ
り
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。

っ
て
い
た
の
で
。
で
も
最
初
の
こ
ろ
は
こ
の

あ
た
り
で
パ
ソ
コ
ン
が
嫌
い
に
な
っ
た
気
が

す
る
。
一
見
ワ
ー
プ
ロ
風
、
で
も
パ
ソ
コ
ン

の
方
が
文
字
入
力
が
難
し
い
気
が
す
る
の
は

私
だ
け
？
。

◆
三
日
目

電
子
メ
ー
ル
の
送
り
方
を
と
な
り
の
席

の
人
と
練
習
す
る
。
電
話
と
手
紙
の
雰
囲
気

を
あ
わ
せ
も
つ
、
と
い
う
感
じ
な
の
で
顔
文

字
な
ど
は
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
く
る
気
が
す

る
。
声
の
ト
ー
ン
や
気
分
が
手
軽
に
表
現
で

き
る
ス
グ
レ
モ
ノ
か
も
し
れ
な
い
。

◆
四
日
目

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
。
で
も
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
っ
て
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
入
力
し
に
く
い
ん
だ
ろ
う
…
。
ド

ッ
ト
や
ス
ラ
ッ
シ
ュ
が
一
つ
違
っ
て
も
「
そ

ん
な
ア
ド
レ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
�
」
と
パ

ソ
コ
ン
に
怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
も

う
少
し
慣
れ
た
ら
色
ん
な
と
こ
ろ
に
ア
ク
セ

ス
し
て
、
そ
こ
に
感
想
な
ん
か
を
送
っ
て
み

た
い
。
今
の
段
階
で
は
無
理
だ
け
ど
。

最
後
に
チ
ャ
ッ
ト
。
画
面
上
が
パ
ー
テ

ィ
ー
会
場
�
で
み
ん
な
匿
名
の
服
を
着
て

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
。
ち
ょ
っ
と
新
鮮
な
会

話
の
カ
タ
チ
だ
っ
た
。

◆
講
習
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
趣
味
の
世
界
を
広

げ
て
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
楽
し

く
メ
ー
ル
交
換
。
と
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
む

け
れ
ど
、
そ
の
前
に
パ
ソ
コ
ン
買
わ
な
い
と

�
。
で
も
一
番
は
パ
ソ
コ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー

が
減
っ
て
、
楽
し
い
こ
と
を
助
け
て
く
れ
る

頼
も
し
い
ヤ
ツ
か
も
、
と
思
え
た
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

▲分からない操作法もすぐに講師たちが対応

ＩＴ講習　用語解説（本文中太文字部分）

・マウス＝情報入力装置のひとつ。
・ホームページ＝インターネット上の情報
ページ。

・ホームページアドレス＝ホームページの
住所。

・電子メール＝電話回線を利用した文字な
どのやり取り。

・チャット＝参加者同士が文字でリアルタ
イムの会話。

・電子掲示板＝ネットワーク上での文字に
よる交流の場。

・ソリティア＝パソコンに付属のゲーム。
※これは講習でのごく一部の用語です。

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ



◆
小
　
　
説
◆

▼
心
と
か
す
よ
う
な
〜
マ
サ
の
事
件
簿

／
宮
部
み
ゆ
き

▼
魔
女
／
樋
口
有
介

▼
な
み
だ
研
究
所
へ
よ
う
こ
そ
／
鯨
統

一
郎

▼
あ
や
し
／
宮
部
み
ゆ
き

▼
模
倣
犯
　
上
・
下
／
宮
部
み
ゆ
き

◆
詩
　
　
歌
◆

▼
お
ー
い
ぽ
ぽ
ん
た
／
茨
木
の
り
子

◆
エ
ッ
セ
イ
◆

▼
少
子
／
酒
井
順
子

▼
耳
部
長
／
ナ
ン
シ
ー
関

▼
ふ
つ
う
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
／
太
田
垣

晴
子

▼
つ
き
あ
い
ベ
タ
で
い
い
ん
で
す
／
平

野
恵
理
子

▼
臨
機
応
答
・
変
問
自
在
／
森
博
嗣

▼
ぼ
く
の
生
き
方
／
島
田
紳
助

◆
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
◆

▼
玉
撞
き
屋
の
千
代
さ
ん
／
南
川
泰
三

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
宇
宙
未
知
へ
の

大
紀
行
１
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
編

▼
緊
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
手
紙
／
浜
辺

祐
一

◆
評
　
　
論
◆

▼
蛇
／
吉
野
裕
子

▼
葉
隠
／
小
池
喜
明

▼
魔
の
系
譜
／
谷
川
健
一

◆
コ
ミ
ッ
ク
◆

▼
天
然
コ
ケ
ッ
コ
ー
１
〜
７
／
く
ら
も

ち
ふ
さ
こ◆

雑
　
　
誌
◆

▼
ビ
ジ
ュ
ア
ル
日
本
の
歴
史

▼
週
刊
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

▼
サ
ラ
イ

▼
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
　
　
等

※
あ
な
た
の
お
宅
に
返
却
日
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
公
民

館
は
毎
日
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

心
当
た
り
の
方
は
返
却
願
い
ま
す
。
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地
域
活
動
情
報

町
芸
術
文
化
協
会（
以
下
芸
文
協
）

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

芸
文
協
は
芸
術
文
化
に
か
か
わ
る

団
体
、
個
人
を
育
て
、
地
域
の
文
化

を
盛
り
上
げ
る
協
会
の
総
称
で
、歌
、

踊
り
、書
道
、写
真
、俳
句
な
ど
二
十

数
団
体
、三
百
余
名
が
参
加
し
て
い

る
町
内
最
大
の
文
化
団
体
で
す
。

六
月
四
日
に
行
わ
れ
た
総
会
で

は
、
今
年
で
十
年
（
平
成
四
年
創
設
）

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念

式
典
を
本
年
秋
頃
実
施
す
る
予
定
と

し
、
同
時
に
十
年
の
歩
み
を
一
冊
に

ま
と
め
た
記
念
誌
の
発
行
企
画
も
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
芸
文
協
に
所
属
し
て

い
な
い
個
人
や
各
団
体
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
芸
文
協
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
細
は
公
民
館
芸
文
協
事
務
局

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

芸
術
や
文
化
は
地
道
な
積
み
重
ね

が
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
追
わ
れ
が
ち
な
毎
日
で

す
が
、
時
に
は
芸
術
に
ふ
れ
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

各
地
区
の
分
館
活
動
が
今
年
も

始
ま
り
ま
し
た
。
町
に
は
住
吉
、

玉
米
、
袖
山
、
老
方
、
蔵
、
法
内
、

宿
の
七
分
館
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
館
が
特
色
を
生
か
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

五
月
に
行
わ
れ
た
住
吉
分
館
主

催
の
八
塩
登
山
に
引
き
続
き
、
六

月
三
日
に
住
吉
、
蔵
分
館
、
六
月

十
日
に
法
内
分
館
で
そ
れ
ぞ
れ
分

館
運
動
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
館
で
は
運
動
会
を
通
じ
て
、

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
地
域
の

交
流
を
存
分
に
図
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
分
館
の
重
要
性

が
高
ま
る
中
、
各
分
館
の
活
動
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
各
分
館
長
は
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。

敬
称
略
（

）
内
は
分
館
名

▼
横
山
玉
一
（
住
吉
）
▼
小
番
正

裕
（
玉
米
）
▼
小
野
勁
（
袖
山
）

▼
畠
山
昭
一
（
老
方
）
▼
阿
部
陽

悦
（
蔵
）
▼
遠
藤
良
夫
（
法
内
）

▼
佐
々
木
雅
廣
（
大
琴
）

生
涯
学
習
奨
励
員
と
は
、生
涯

学
習
に
つ
い
て
一
般
の
皆
さ
ん
に

普
及
を
務
め
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
方
々
で
す
。

奨
励
員
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
た

六
月
八
日
の
奨
励
員
会
議
で
は
奨

励
員
の
活
動
が
一
般
に
知
ら
れ
て

い
な
い
、
も
っ
と
一
般
町
民
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
同
時
に
次
の
よ
う

な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

6月 6月 

七
　
分
　
館

〜
分
館
長
決
定

芸
　
文
　
協

〜
芸
文
協
と
は
何
か

生
涯
学
習
奨
励
員

〜
奨
励
員
総
会
（
６
／
８
）

①
出
前
講
座
の
実
施
。

②
広
報
等
で
活
動
報
告
。

③
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
参
加
。

ま
た
、
次
の
方
々
が
今
年
の
奨

励
員
の
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
石
渡
　
力
造
（
蔵
新
田
）

副
会
長
　
小
松
耕
之
助
（
下
小
路
）

副
会
長
　
大
坂
　
イ
ヨ
（
下
　
通
）

▲おーくらんどで行われた蔵分館運動会（写真：蔵分館）

今
月
も
図
書
室
に
本
が
入

荷
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
公
民
館

図
書
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今月の一冊

カレーライフ
／竹内真

史上初、大盛カレー
小説
人は死ぬものなの

だなと知ったのはカ
レーライスを食べた
後だった。記憶の中
の祖父のカレー、幼
い日の約束をめぐっ
て僕は旅立つこと
に。



六
月
十
七
日
、
第
八
回
東
由
利

町
ス
ポ
ー
ツ
祭
「
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ

ィ
ー
ル
ド
」
が
台
山
の
町
民
運
動

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
年
間
四
回
の
自
治

会
対
抗
別
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
年
二

回
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

当
日
行
わ
れ
た
自
由
参
加
種
目

と
四
種
類
の
自
治
会
対
抗
種
目
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
汗
を
流
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
種
目
の
「
男

女
混
合
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」

は
、
各
分
館
対
抗
種
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ゴ
ー
ル
間
際
の
せ
め
ぎ

合
い
に
、
各
分
館
の
応
援
合
戦
に

も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
。

六
月
二
日
、
有
鄰
館
を
中
心
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
講
座

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
四
十

三
人
が
参
加
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
じ
た
豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め

の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

午
前
中
、
北
海
道
教
育
大
学
、

宇
留
間
昴
教
授
に
よ
る
講
演
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
」
が
、
午
後
か
ら
は

県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
指

導
の
も
と
、
同
競
技
の
実
技
と
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
地
域
住
民
ニ
ー

ズ
。
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も

同
様
で
す
。
参
加
者
た
ち
は
研
修

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何

が
で
き
る
の
か
、
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
。
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

分
館
対
抗
種
目
に
汗

入賞チーム一覧
●総合部門
優　勝　蔵
準優勝　向田
第三位　岩舘
第四位　山崎
第五位　宿
●男女混合リレー
優　勝　宿分館
準優勝　老方分館

住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

体
育
関
係
拠
点
施
設
の
ひ

と
つ
、
町
民
プ
ー
ル
が
六
月
十

九
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

町
民
プ
ー
ル
は
九
月
二
十

日
ま
で
（
月
曜
日
除
く
）
毎
日
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時
に
開

い
て
い
ま
す
。

料
金
は
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
三
十
分
ま
で
二
一
〇

円
、
午
後
六
時
以
降
は
三
二
〇

円
で
す
。

な
お
、
中
学
生
以
下
は
無

料
で
す
の
で
、
夏
の
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

六
月
十
五
日
、
町
内
有
志

に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
習
が
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

月
二
回
の
こ
の
会
、
会
員

間
の
交
流
も
活
発
で
、
楽
し
み

な
が
ら
技
術
を
身
に
付
け
る
よ

い
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

六
月
十
五
日
、
成
人
式
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
二
十
歳
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
は
た
ち
の
つ
ど

い
」の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
式
は
八
月
十
五
日

（
水
）。
該
当
成
人
者
は
参
加
し

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
ょ

う
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
講
座

第三位　玉米分館
●ゲートボールレース
1．下通　2．蔵新田　3．黒渕
●ニュークリーンアップ作戦
1．山崎　2．新処　3．蔵
●ワールドリレー
1．宿　2．岩舘　3．新町
●軽く二連発
1．蔵　2．向田　3．下小路

▲親子そろって

▲フライングディスク 実技と演習▲夕方子どもたちでにぎわう町民プール

▲よい「技」は熱心な「指導」
と「学び」から生まれる

▲わきあいあいとした会議
から新鮮なアイディアが

▲スタート直前の混戦

夏
の
体
力
づ
く
り
に

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
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本
荘
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
定
時

総
会
が
五
月
二
十
一
日
、
本
荘
市
鶴
舞

会
館
で
行
わ
れ
、
本
町
の
佐
藤
恒
悦
さ

ん
（
舘
西
）
が
全
国
人
権
擁
護
員
連
合

長
年
の
人
権
擁
護
活
動
に
功
績

佐
藤
恒
悦
さ
ん
に
全
国
表
彰

▲全国表彰を受けた佐藤さん

生
前
の
功
績
に
栄
誉

故
佐
藤
与
吉
郎
氏
に
従
六
位

去
る
三
月
五
日
に
逝
去
さ
れ
た

町
功
労
者
、
元
東
由
利
村
議
会
議

長
の
佐
藤
与
吉
郎
氏
が
同
日
付
け

で
従
六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
一
日
、
阿
部
町
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
伊
藤
由
利
地
方
部

長
か
ら
ご
遺
族
の
長
男
佐
藤
謙
さ

ん
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

故
佐
藤
氏
は
、
昭
和
七
年
玉
米

村
議
会
議
員
に
就
任
、
以
来
通
算

二
十
年
余
り
議
会
議
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
合
併
に

よ
り
東
由
利
村
発
足
後
の
昭
和
三

十
一
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
議
会

高橋　定征（さだゆき）さん（舘合新田・18歳）
中村鉄工（本荘市）勤務
「人見知りで小心者、だけど根は優しい」と自分の

ことを語ります。初めての給料は、家にいくらかおさ
めたほか、好きなパチンコを存分に楽しんだとか。お
金はパーッと使うのが好きで、友達に気前よくおごっ
たりするのも気持ちいいのだそうです。また家族を大
事にしている彼、家ではぶっきらぼうだけど本当はお
じいちゃんが大好き。そんな高橋君は現在彼女募集中。
「将来は、いつか人のやったことのないことをやって
みたいです。その手始めにパンチパーマをかけてみま
した」と冗談で笑っていました。

議
長
に
就
任
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
や
産
業
の
振
興
な
ど
地
方
自

治
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
昭
和
四
十
七
年
に
東
由

利
村
功
労
者
表
彰
、
昭
和
五
十
二

年
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
叙
位
…
国
家
に
勲
功
が
あ
り
、
ま
た
は

表
彰
す
べ
き
功
績
の
あ
る
方
に
国
か
ら
位

階
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
。
現
在
は
故
人
に

の
み
適
用
さ
れ
る
。
位
階
は
正
・
従
八
階

の
十
六
階
。

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
平
成
四
年
か
ら
十
年
間
、

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
住
民

の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
に
あ
た
り
、

一
人
一
人
が
す
こ
や
か
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
相
談
者
に
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
た
め
に
も
、
勉
強
の

毎
日
。
今
回
の
表
彰
は
『
よ
く
頑
張
っ

た
』
で
は
な
く
、『
も
っ
と
頑
張
れ
』
と

い
う
こ
と
だ
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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や
か
な
慰
労
と
、
町
づ
く
り
に
対
す
る

意
見
交
換
の
機
会
に
し
た
い
と
し
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
会
長
研
修
が

六
月
六
日
、
四
十
八
人
の
参
加
者
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
研
修
地
は
、
秋
田
新
幹
線

の
開
通
以
来
観
光
客
が
急
増
し
て
い
る

角
館
町
。
そ
の
奥
深
い
歴
史
と
文
化
、

そ
し
て
観
光
客
に
対
す
る
町
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
視
察
先
の

感
想
や
、
町
づ
く
り
に
対
す
る
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
町
長
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲角館町の文化を満喫する参加者

角
館
の
奥
深
い
文
化
に
感
嘆

自

治

会

長

研

修

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
が
六

月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
阿
部
剛
さ
ん

（
蔵
）
が
六
月
二
十
日
付
け
で
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

▲新会長の阿部剛氏

新
会
長
に
阿
部
剛
氏
就
任

東
由
利
町
社
会
福
祉
協
議
会

新
会
長
と
な
っ
た
阿
部
さ
ん
は
、
平

成
四
年
か
ら
十
二
年
ま
で
同
協
議
会
の

顧
問
を
務
め
て
お
り
、
今
回
の
就
任
と

な
り
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

行
政
、
福
祉
施
設
、
関
係
団
体
な
ど
と

協
働
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

区
住
民
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
頃
、
町
政
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
自
治
会
長
の
み
な
さ
ん
へ
の
さ
さ

秋
田
市
に
住
む
本
町
出
身
者
で
結
成

さ
れ
た
「
東
由
利
町
を
語
る
会
」
が
五

月
二
十
五
日
、
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安

閣
秋
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

会
員
約
四
十
名
。
会
場
は
終
始
笑
顔
で

あ
ふ
れ
、
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
町
議

会
か
ら
は
議
長
と
副
議
長
が
、
町
か
ら

は
町
四
役
と
課
長
職
四
人
が
出
席
し
、

町
の
近
況
な
ど
熱
心
に
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
し
た
。

▲本町出身のみなさんで記念撮影

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔東

由
利
町
を
語
る
会

名前の由来は？
「おおらかに歩み育ってほしいと願い、『奈歩』とつけま
した。」
好きなものは？
「テレビ番組の『おかあさんといっしょ』が大好きで、歌
が始まるとうれしそうにおどっています。」
最近のエピソードは？
「家に電話がかかってくると、おもちゃの電話やお父さん
の携帯電話を持ち出して『はい、はい』と答えています。」
本人の性格は？
「誰に対しても人見知りをしない、人なつっこい性格で、
いつもニコニコしています。」
お父さんとお母さんから奈歩ちゃんへひとこと
「これからたくさん友達ができるといいネ。そして素直で
優しい子になってください。」

長谷山　奈　歩ちゃん 
　　（地下ノ沢・１歳） 
お父さん：直　人さん 
お母さん：まり子さん 
お話し：直人さん 

な　　　ほな　　　ほ 

長谷山　奈　歩ちゃん 
　　（地下ノ沢・１歳） 
お父さん：直　人さん 
お母さん：まり子さん 
お話し：直人さん 

な　　　ほ 
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自宅の便器を和式から洋式に取り替えたいのですが、介護保険の住
宅改修の対象となるのでしょうか。

高齢者の生活支援や介護者の負担軽減のために、手すりの取り付けや段差などの小規模な住宅
改修を行う場合には、その費用の９割相当額が住宅改修費として支給されます。もちろん和式
便器を洋式に替える場合も対象となります。

住宅改修費支給の手順
①事前にケアマネージャーか、役場町民福祉課に相談します。
②工事業者に工事を依頼します。費用はいったん全額自己負担にな
ります。
③ケアマネージャーに住宅改修の理由書と工事の領収書、内訳書等
を添付して申請します。（改修前、改修後の写真を必ず撮ってお
きましょう）
④工事内容が給付対象であるか確認された上で、上限額内で改修費
の９割相当額が口座に振り込まれます。支給限度額は20万円です。

対象となる住宅改修
①居室やトイレ、浴室などの段差を解消するためや、玄関から道路
までの通路までの敷居やスロープを設置するなどの改修。
②和式便器を洋式への取り替え。
③手すりの取り付けや滑りにくい床材への取り替えなど。

Q.

A.

一口メモ
あらかじめ工事業者の方に見
積書を作ってもらい、ケアマ
ネージャーに相談しましょう。
住宅改修の支給対象になる部
分とならない部分や福祉用具
購入費の対象となるものなど
もありますので、利用者に合
っているかどうかも含めて現
場を見てもらいながら相談す
ると良いでしょう。

平成13年度介護保険料納付が始まります
平成13年度の介護保険料は、7月から2月までの8期となります。納める保険料は、
所得額に応じて決まります（下表参照）。65歳以上の方には、7月中に「介護保険
料決定通知」と「納付書」が送られますが、
年金から保険料が徴収されている方には納付書は発送されません。
また、月額15,000円以上の老齢（退職）年金を受給している方で、まだ年金から

保険料が引かれていない方は、10月までの期間については納付書で保険料を納め
ることになります。
なお、平成12年度から引き続き平成13年4月から9月までは介護保険料軽減対策

が実施され、一期当たりの介護保険料が本来の保険料額の1／2となります。

問合せ　町民福祉課福祉係
�69－2117

老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が住民税非課税生活 
保護受給者 

本人及び世帯全員が住民税非課税 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 

本人が住民税課税で合計所得金額が２５０万円未満 

本人が住民税課税で合計所得金額が２５０万円以上 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

段　　階 対　　　　　象　　　　　者 平成13年度保険料額 

１１,８３０ 

１７,７５０ 

２３,６７０ 

２９,５８０ 

３５,５００ 

所得段階別保険料

介護保険はサービス給付の大切な財源。
忘れずに納付しましょう。



◇
水
道
メ
ー
タ
ー
で
わ
か
り
ま
す
◇

す
べ
て
の
じ
ゃ
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
１
�
指
針
か
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
か
で
漏
水
し

て
い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
と
き
ど

き
見
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

漏
水
は
水
資
源
の
ム
ダ
に
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
水
道
料
金
の
負
担
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
漏
水
で
も
、
早
め

に
修
理
し
ま
し
ょ
う
。
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
と
き
、
使
い
方
の
割
に
は
使
用
量
が
多
い
と
思
っ
た

ら
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
な
い
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
水
の
ひ
み
つ
に
な
っ
と
く

「
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
簡
単
に
で
る
水
も
き

れ
い
に
な
る
ま
で
は
大
変
な
ん
だ
ね
。」

（
高
瀬
小
４
年
生
松
沢
浄
水
場
見
学
よ
り
）

問
合
せ
　
建
設
課
上
下
水
道
係

６
９
―
２
１
１
５

町
で
は
、
町
職
員
（
上
級
一
般
行
政
職
）
の
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
人
員
　
　
　
若
干
名

■
受
験
資
格
　
　
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

■
試
験
の
内
容
　
　
大
学
卒
業
程
度
の
知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

■
第
一
次
試
験
日
　
八
月
五
日
（
日
）

■
試
験
会
場
　
　
　
秋
田
市
・
秋
田
経
済
法
科
大
学

■
受
付
期
間
　
　
　
七
月
十
一
日
（
水
）
ま
で

※
受
験
希
望
者
に
は
、
受
験
案
内
・
受
験
申
込
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
職
員
（
上
級
）
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

六
月
八
日
に
大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校
で
児
童

殺
傷
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
、

安
心
し
て
学
べ
る
は
ず
の
学
校
で
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
件
が
起
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
あ

り
、
関
係
者
が
全
力
で
再
発
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
学
校
と
も
、
学
校
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
万
全
を

期
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
も
次
の
こ
と
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
　
不
審
者
が
い
る
な
ど
、
学
校
外
で
子
ど
も
た
ち
が

危
険
な
状
態
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
警

察
駐
在
所
か
学
校
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い

２
　
子
ど
も
た
ち
の
緊
急
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
以
外
の
家
庭
で
も
、

緊
急
の
場
合
は
子
ど
も
た
ち
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
や
心

配
事
な
ど
、
い
つ
で
も
教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

東
由
利
町
教
育
委
員
会
　
�
６
９
‐
２
３
１
０

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
お
願
い

四
月
か
ら
「
町
民
課
」
と

「
福
祉
課
」
を
「
町
民
福
祉
課
」

に
統
合
し
、「
庁
舎
建
設
室
」

を
新
設
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
電
話
番
号
も
次
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

各
課
へ
の
問
い
合
わ
せ
の

際
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
町
民
福
祉
課

６
９
―
２
１
１
７

◆
庁
舎
建
設
室

６
９
―
２
１
１
８

電
話
番
号
変
更
の

お
知
ら
せ
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お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

第6回子吉川フェア
�と　き…7月14日(土)・15日(日)

14日　15：00～16：30
15日　 9：30～15：00

�ところ…アクアパル、友水公園
�内　容…◇水と環境のフォーラム(14日)

◇水辺健康マラソン、フリー
マーケット、イカダ下り大会
他(15日)

本荘ボートプラザアクアパル
�２２－５６１１

象潟町から

本荘マリーナ海水浴場開設
�と　き…7月15日(日)～8月19日(日)

9：00～16：20
本荘市商工観光課　�２４－３３２１

ダンススポーツの夕べ
�と　き…7月16日(月)
18：30公演　19：30交流会

�ところ…本荘ボートプラザアクアパル
�内　容…ダンススポーツの公演とダン

サーとの交流会(ダンス指導、
懇親等)。
入場無料。
交流会参加費1,000円

本荘ボートプラザアクアパル
�２２－５６１１

本荘マリーナ海上祭
�と　き…７月２０日(金)
�内　容…ヨット教室、クルーザー体験

乗船、海釣り大会、マリンス
ポーツ体験他

本荘市商工観光課　�２４－３３２１

第16回菖蒲カーニバル
（ミス菖蒲コンテスト）
�と　き…8月3日(金)

18：00 ミス菖蒲コンテスト　
19：00 菖蒲カーニバル

�ところ…本荘公園正面広場
�申込締切…7月20日(ミス菖蒲コンテスト)

(社)由利本荘青年会議所
�２２－４９４０

第51回本荘川まつり花火大会
�と　き…8月4日(土)

19：30
�ところ…友水公園(アクアパル前河川敷)
本荘市商工観光課　�２４－３３２１

第14回秋田トライアスロン
芭蕉レース象潟大会

�と　き…7月15日(日) 9：00スタート
�ところ…象潟海水浴場他
�内　容…スイム1.5km、ミニラン1.0km、

バイク40km、ラン10kmの計
51.5kmを合計タイムで競う

象潟町観光協会　�４３－６６０８

象潟海水浴場、小砂川海水浴場海開き
�と　き…７月７日(土)

象潟１５：００～
小砂川１４：００～

象潟町観光協会　�４３－６６０８

第5回象潟「港」海の幸まつり
�と　き…7月28日(土) 10：30～13：30
�ところ…秋田県南部漁協象潟支所

特設会場
�内　容…天然岩ガキの即売会をはじめ、

新鮮な海の幸、山の幸のコー
ナーを設置。楽しいイベント
もあります。

象潟町商工観光課　�４３－７５０４

仁賀保町から

第12回日本海に響け！太鼓の祭典
�と　き…7月21日（土） 18：00
�ところ…しおかぜ公園野外ステージ

(雨天時　町民体育館)
�内　容…仁賀保太鼓伝承会とゲスト(蘭

導,長谷川裕二三弦会社中他)に
よる演奏

仁賀保町公民館　�３７－３１２１

実験教室「作って遊ぼう！ロボコップ」
�と　き…7月15日(日)

①10：00～　②13：00～
�ところ…フェライト子ども科学館

（多目的ギャラリー）
�内　容…紙コップで作るかんたんリモ

コンロボットの製作
◇小学４年生～中学生対象
◇入館料の他材料費500円

�入館料…大人500円、子供300円
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

西目町から

TRITONES水中パフォーマンスショー
�と　き…7月27日(金) 19：00開演
�ところ…西目町Ｂ＆Ｇ海洋センタープ

ール
�内　容…高度なテクニックとユーモア

があふれるパフォーマンスシ
ョー

�入場料…大人210円　子供110円
西目町公民館　�３３－２３１５

矢島町から

2001スポ・レクフェスタあきた
リフレッシュアドベンチャー in 矢島
�と　き…7月20日(金)・21日(土)
�内　容…◇登山家(医学博士)の今井通子

氏による健康講演会と交流会(20日)
◇鳥海山登山（21日）

�申込締切…7月10日(火)
矢島町企画商工観光課 �５５－４９５３

由利町から

由利高原夏の花祭り
�と　き…7月20日(金)～8月12日(日)
�ところ…南由利原高原青少年旅行村
�内　容…約10万本のユリと約１万本の

ひまわりの花が咲きそろう。
期間中の日曜・祝祭日には、
ユリの切り花販売や栽培技術
指導などがあります。

由利町企画商工課　�５３－２１１５

うしまつり
(由利町･矢島町･鳥海町三町合同畜産共進会)
�と　き…7月1日(日) 9：00～
�ところ…由利高原ふれあい農場

(東由利原)
�内　容…三町の畜産農家が自慢の牛を

出陳し、優秀さを競う。会場
には、ウサギとふれあいがで
きる「ウサギの楽園」や各町
の特産品販売のほか、イベン
トもあります。

由利町農林課　�５３－４１２０

実験教室「スライムを作ろう」
�と　き…7月29日(日)

①10：00～　②14：00～
�ところ…フェライト子ども科学館（研究工房）
�内　容…洗濯糊とほう砂でスライムを

作る。参加費無料
�入館料…大人500円、子供300円
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

岩城町から

旧　藩　祭
�と　き…7月7日(土)・8日(日)

7日　18：30～　
8日　 9：45～

�ところ…天鷺城前広場
�内　容…招待芸能と町の伝統芸能の競

演、茶会の開催他
岩城町振興課　�７３－２０１４

第17回日本海洋上花火大会
�と　き…7月27日(金) 18：00～　
�ところ…道川海水浴場
岩城町観光協会　�７３－２０１４
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よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.13

「
ア
ス
パ
ラ
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
１
６
０
ｇ
、
た
ま
ね
ぎ
４
０
ｇ
、
パ
セ
リ
１
ｇ
、
卵
１

個
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
３
弱
、
牛
乳
小
３
、
い
ち
ご
８
個

《
作
り
方
》

①
ア
ス
パ
ラ
を
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
り
、
ゆ
で
て
お
く
。

②
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
を
つ
く
る
。

（
ゆ
で
卵
、
た
ま
ね
ぎ
、
パ
セ
リ
の
み
じ

ん
切
り
に
牛
乳
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
合
わ
せ

る
）

③
ア
ス
パ
ラ
の
上
に
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
を

か
け
、
い
ち
ご
を
そ
え
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
、
ゆ
で
た
後
長

く
水
に
つ
け
て
お
く
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

や
Ｃ
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。
冷
水
で

さ
っ
と
さ
ま
す
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
高
橋
保
健
婦
）

高　橋　一
いっ

颯
さ

くん
泡の淵（英樹さん）

遠　藤　　　栞
しおり

ちゃん
家ノ下（卓哉さん）

佐々木　舞
ま

樹
な

ちゃん
新町（定幸さん）

鈴　木　彪
ひゅう

雅
が

くん
畑村（紀貴さん）

遠　藤　峻
しゅん

也
や

くん
舘西（哲也さん）

畠　山　穂
ほ

高
だか

くん
地下沢（修さん）

むし歯のなかった子には　　マーク
がついています

～2歳児健診より～

畠　山　誠
しげ

文
ふみ

くん
大吹川（誠さん）

阿　曾　剛
たけ

仁
ひと

くん
宇戸坂（惣一さん）

阿　部　将
まさ

樹
き

くん
野田（重和さん）

佐々木　飛　鳥
あ す か

くん
大琴（順一さん）

◆
秋
田
ル
ビ
コ
ン
前

畑
山
千
江
子
（
舘
合
新
田
）
鈴
木
友
子
（
畑
村
）

高
橋
ゆ
き
子
（
舘
合
新
田
）
長
谷
山
友
子
（
地

下
ノ
沢
）
大
日
向
静
子
（
宮
ノ
前
）
遠
藤
真
理

子
（
新
町
）
三
浦
純
子
（
本
荘
市
）
石
渡
ふ
み

子
（
岩
舘
）
八
嶋
俊
子
（
黒
渕
）
嶽
石
愛
子

（
八
日
町
）
櫛
野
寿
保
子
（
下
小
路
）
福
田
栄

子
（
下
通
）
佐
々
木
博
子
（
雄
物
川
町
）
阿
部

志
保
子
（
十
二
ノ
前
）
遠
藤
羊
子
（
小
倉
）

佐
々
木
誠
（
十
文
字
町
）

◆
下
郷
分
校
前

長
谷
山
節
男
（
船
木
）
小
野
智
樹
（
中
通
）
遠

藤
友
和
（
五
海
保
）
大
庭
兵
太
（
船
木
）
畠
山

梢
（
茂
沢
）
佐
藤
沙
代
（
新
沢
）
石
渡
裕
（
蔵
）

斉
藤
正
人
（
石
高
）
小
松
大
輔
（
高
戸
屋
）
小

野
公
寛
（
上
里
）
小
松
嘉
紀
（
智
者
鶴
）
阿
部

牧
絵
（
由
利
町
）
土
田
留
美
子
（
大
雄
村
）

佐
々
木
克
彦
（
大
琴
）
横
山
雄
也
（
智
者
鶴
）

◆
役
場
前

猪
股
寿
和
（
本
荘
市
）
佐
々
木
信
幸
（
大
琴
）

小
松
信
記
（
蔵
）
工
藤
良
（
新
処
）
小
野
俊
輔

（
宿
）
小
松
和
子
（
山
崎
）
佐
々
木
雅
廣
（
大

琴
）
伊
東
健
市
（
蔵
新
田
）
阿
曽
文
彦
（
宇
戸

坂
）
畠
山
真
由
子
（
地
下
ノ
沢
）
小
松
千
鶴
子

（
下
小
路
）
嶽
石
文
弥
（
五
海
保
）
大
庭
久
美

子
（
船
木
）

６
月
12
日
（
敬
称
略
）
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

軒
に
筌
吊
る
さ
れ
夏
の
川
し
づ
か
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

蛇
行
す
る
川
ゆ
る
や
か
に
夏
を
呼
ぶ
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

老
鴬
や
ど
か
と
座
り
し
露
月
の
碑
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

万
緑
や
遠
嶺
の
絶
景
息
を
の
む
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

継
ぎ
は
ぎ
の
減
反
眼
下
に
夏
吟
行
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

辺
木
も
老
ふ
に
露
月
居
梅
雨
入
前
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

杖
ひ
い
て
露
月
に
ま
み
ゆ
五
月
晴
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

風
涼
し
露
月
遺
品
の
カ
ン
カ
ン
帽
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

露
月
旧
居
隠
し
て
静
か
夏
木
立
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

夏
来
た
る
旧
家
の
時
計
ゆ
る
く
鳴
る
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

老
鴬
の
声
は
露
月
の
声
か
と
も
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

夏
木
立
九
十
九
折
な
す
高
尾
山
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

薫
風
や
句
碑
の
一
字
の
読
め
ぬ
ま
ま
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

松
籟
の
騒
ぐ
音
あ
り
梅
雨
間
近
か
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

ほ
と
と
ぎ
す
露
月
の
句
碑
の
黒
御
影
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

小
高
き
の
処
々
に
句
碑
あ
り
夏
つ
ば
め
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

展
望
の
夏
う
ぐ
い
す
や
句
碑
光
る
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

風
薫
る
川
の
流
れ
に
牡
丹
咲
く
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

更
衣
二
の
腕
白
し
女
子
高
生
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

四
九

岩
に
な
っ
た
大
蛇

む
か
し
む
か
し
、
畑
村
の
立
石
観

音
さ
ま
は
、
大
蛇
を
若
者
の
姿
に
変

え
、
社
の
あ
る
清し

水
尻
の
山
や
奥
ヶが

沢
山
な
ど
、
近
く
の
山
々
を
見
守
ら

せ
て
お
り
ま
し
た
。

若
者
に
な
っ
た
大
蛇
は
、
道
ら
し

い
道
も
な
い
断
崖
の
け
わ
し
い
山
道

で
迷
っ
た
り
難
儀ぎ

を
し
て
い
る
旅
人

の
お
世
話
を
し
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
立
石
神
社
近
く

の
、
弁
慶
が
投
げ
込
ん
だ
と
い
わ
れ

る
大
き
な
石
の
傍
ら
で
、
大
蛇
は
、

今
に
も
泣
き
そ
う
な
顔
で
し
ゃ
が
み

こ
ん
で
い
る
娘
さ
ん
を
見
か
け
ま
し

た
。「
ど
う
し
た
の
で
す
か
」
と
声

を
か
け
る
と
、
娘
さ
ん
は
「
川
向
こ

う
の
一
軒
家や

の
者
で
す
が
、
病
で
臥ふ

せ
て
い
る
父
親
が
ミ
ズ
．
．

（
注
）
を
食

べ
た
い
と
い
う
の
で
採と

り
に
き
た
の

で
す
。
で
も
、
足
を
く
じ
い
て
し
ま

っ
て
」
と
答
え
る
の
で
し
た
。

大
蛇
は
「
そ
れ
は
そ
れ
は
気
の
毒

に
。
ミ
ズ
．
．

な
ら
社
の
裏
藪
に
い
っ
ぱ

い
生
え
て
い
る
か
ら
、
採
っ
て
き
て

あ
げ
よ
う
」
と
言
っ
て
、
薬
草
の
汁

を
娘
さ
ん
の
足
に
ぬ
り
、
親
切
に
介

抱
を
し
た
後
、
両
手
に
抱
え
き
れ
ぬ

ほ
ど
の
ミ
ズ
．
．

を
採
っ
て
き
て
、
娘
さ

ん
に
持
た
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
大

蛇
は
、
ミ
ズ
．
．

を
手
に
し
た
嬉
し
そ
う

な
笑え

顔
の
娘
さ
ん
に
も
う
一
度
会
い

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川
向
こ
う
の
一
軒
家
で
、
娘
さ
ん
が

ミ
ズ
．
．

の
ご
馳ち

走
を
か
い
が
い
し
く
作

っ
て
い
る
姿
や
、
父
親
が
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
る
顔
を
思
い
浮
か
べ

る
と
、
何
と
し
て
も
川
向
こ
う
に
渡

り
、
窓
か
ら
で
も
い
い
か
ら
そ
っ
と

の
ぞ
い
て
見
た
い
と
思
う
の
で
し

た
。し

か
し
、
大
蛇
は
、
日
ご
ろ
観
音

様
か
ら
「
山
を
守
る
の
が
お
ま
え
の

役
目
。
け
っ
し
て
川
向
こ
う
に
渡
る

な
ど
と
気
を
お
こ
し
て
は
な
ら
ぬ
。

も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
お
前
の
体
は
岩
に
な

っ
て
し
ま
う
ぞ
」
と
固
く
戒
め
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

娘
さ
ん
い
と
し
さ
の
あ
ま
り
、
そ

ん
な
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

っ
た
大
蛇
は
、
と
う
と
う
山
か
ら
娘

さ
ん
の
家
を
目
指

し
、
川
岸
近
く
ま

で
下
り
て
き
て
、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と

水
し
ぶ
き
を
上
げ

な
が
ら
川
を
横
ぎ

ろ
う
と
し
ま
し
た
。

川
向
こ
う
に
い
た

娘
さ
ん
は
「
あ
っ
、

あ
の
と
き
親
切
に

し
て
く
れ
た
お
方

だ
」
と
大
蛇
に
気

づ
き
、
大
蛇
も
ま

た
、
手
を
振
り
な

が
ら
大
き
な
声
で
娘
さ
ん
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

二
人
が
再
び
出
会
お
う
と
し
た
そ

の
と
き
、
突
然
黒
い
雲
が
あ
た
り
一

面
を
お
お
い
、
バ
リ
バ
リ
ッ
、
ズ
シ

ー
ン
と
雷
で
も
落
ち
た
よ
う
な
大
き

な
音
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

あ
た
り
が
静
ま
り
か
え
っ
た
と

き
、
若
者
が
大
蛇
で
あ
っ
た
こ
と
も

知
ら
な
い
娘
さ
ん
の
目
の
前
に
は
、

た
だ
ご
つ
ご
つ
と
し
た
岩
肌
が
さ
ら

さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

今
で
も
、
奥
ヶが

沢
の
村
は
ず
れ
を

流
れ
る
石
沢
川
に
は
、
山
裾
か
ら
横

た
わ
る
よ
う
な
大
き
な
石
が
あ
り
ま

す
が
、
地
元
の
人
は
「
蛇
の
石
」
と

呼
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
本
荘
市
山
内
、
斉
藤
与
二
郎
氏
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。）

（
注
）
…
正
式
名
称
は
「
ウ
ワ
バ
ミ

ソ
ウ
」

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



現
在
、
ス
ギ
人
工
林
の
な
か
で
多

く
の
面
積
を
占
め
る
三
十
年
生
代
の

ス
ギ
人
工
林
の
扱
い
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
間
伐
と
は
、
樹
木
の
成
長

に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
競
争
を
緩
和

し
、
将
来
の
収
穫
を
期
待
し
て
肥
大

成
長
を
促
す
こ
と
と
定
義
さ
れ
ま
す

が
、
近
年
は
、
ど
れ
だ
け
の
量
を
伐

る
か
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
か
ら
間
伐

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
生
活
環
境
を
保

全
、
形
成
す
る
機
能
を
考
え
た
新
た

な
間
伐
の
定
義
も
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
定
義
を
も
と
に
間
伐
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
当
面
の
大
き

な
課
題
は
、
樹
木
の
枝
葉
で
林
内
が

暗
く
、
林
床
植
物
が
乏
し
く
な
っ
た

た
め
、
水
源
涵
養
や
土
砂
流
出
防
止

機
能
が
正
常
に
働
か
な
く
な
っ
た
若

齢
人
工
林
の
扱
い
で
す
。
将
来
、
収

入
が
得
ら
れ
る
経
済
林
に
す
る
た
め

に
も
、
天
然
林
化
し
て
い
く
た
め
に

も
、
た
と
え
採
算
が
と
れ
な
い
と
し

て
も
間
伐
し
な
け
れ
ば
人
工
林
と
し

て
の
生
命
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。国

が
進
め
て
い
る
緊
急
間
伐
補
助

事
業
等
を
取
り
入
れ
た
間
伐
の
推
進

が
望
ま
れ
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

ス
ギ
若
齢

人
工
林
の
間
伐

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

6／4 材質の良いものの選別買いで、売上率26％で、価格も
弱含む。

6／19 量産工場の不参加のため売上率10％と低調。

（
平
成
十
三
年
六
月
・
平
均
価
格
）

四
五
年
生
〜
五
五
年
生

六
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
21
21
42

平均体重
308kg
283kg
296kg

平均価格
421,350円
378,150円
399,750円

kg当単価
1,303円
1,267円
1,285円

去　勢
雌

金　額
564,900円
729,750円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
栃富士
北国7の8

母の祖父
第7糸桜
安美金

小松武（五海保）さんの作品です。

4,500～10,500
4,500～17,000
3,800～ 4,200
3,800
3,700～ 3,800
3,800

（6／4）
（6／19）
（6／4）
（6／19）
（6／4）
（6／19）



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,442 

2,589 

5,031 

1,387

－  3 

－  5 

－  8 

0

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

0 

5 

5 

8

14 

22 

33 

86

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

13 

0 

0 

0 

0 

1

3 

71 

9 

0 

17 

0 

4

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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本
州
、
四
国
、
九
州
、
朝
鮮
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
多
年
草
で

（
写
真
・
役
場
の
う
し
ろ
の
丘
）
も
と
も
と
林
中
の
土
壌
の
豊
か

な
場
所
に
生
え
る
も
の
で
す
が
、
陽
あ
た
り
の
場
所
で
も
稀
に
見

ら
れ
る
よ
う
で
す
。地
中
に
一
セ
ン
チ
く
ら
い
の
塊
茎
が
あ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
細
い
、
や
わ
ら
か
い
茎
を
出
し
、
途
中
に
卵
状
皮
針
形

の
鱗
片
状
の
葉
を
つ
け
ま
す
。（
と
き
に
小
葉
の
先
端
が
わ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）
四
〜
五
月
、
茎
の
先
に
青
紫
色
か
紅
紫

色
（
花
色
は
林
中
の
物
ほ
ど
青
が
濃
い
）
の
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ

の
美
花
を
つ
け
ま
す
。
毒
草
で
す
。

３�、24�
予防接種（日本脳炎・初回）

17� 議会臨時会
18� 乳児健診
19� ことぶき大学移動研修
20� 海の日
22� 町消防訓練大会
25� 農業委員会
26� 予防接種（三種混合・初回）

少年自然教室（～27）
29� 参議院議員通常選挙
２～６、９～13、16～17

結核、肺ガン、基本健診
17～18、24～25

ＩＴ講習
19、23～27、30～31

胃検診

東
由
利 

ヤ
マ
エ
ン
ゴ
サ
ク

（
ケ
シ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

阿
部
幸
子
さ
ん
（
秋
田
市
）、
小
野
ト
モ
さ
ん

（
秋
田
市
）、
佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
町
）、
佐
藤

進
さ
ん
（
鳩
ヶ
谷
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
正
雄
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、
遠
藤
昭
治
さ
ん

（
十
二
ノ
前
）、
畠
山
淳
悦
さ
ん
（
袖
山
）、
東
由

利
町
連
合
婦
人
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

「自宅の庭に咲いているツツジ（5／18撮影）
です。今年も見事に咲いたので投稿しました。
わざわざ遠くからこのツツジの写真を撮りに来
る人もいるんですよ。」
みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真

をお待ちしています。

〈5／1～31〉

（ ）は前月比

「感動する」って英語で何て言うか知っていますか。 “be moved” 直訳す
ると「動かされる」、つまり「心が動かされる」という意味なんです。改めて考
えると、とてもいい表現だなと思います。私がこの町に来てから３ヶ月が経ちま
したが、今までいろんなことに心が動かされました。困ったとき人に助けられた
り、励ましてもらったこと。取材先で人々のいきいきとした表情を見れたこと。
誰かの心を動かせるって本当にすごい！私もいつか誰かの心を動かせるような人
になりたいと思う今日この頃です。（武）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

５
／29
齊
　
藤
　
さ
つ
き
ち
ゃ
ん〈

一
　
〉
新
　
町

和
　
子

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

５
／20
小
松
　
正
藏
さ
ん
（
93
）
歳
･
夫
・
舘
合
新
田

５
／23

ハ
ツ
ヱ
さ
ん
（
89
）

誠
　
・
母
・
五
海
保

５
／28
遠
藤
　
松
藏
さ
ん
（
90
）
昭
治
・
父
・
十
二
ノ
前

５
／30
畠
山
千
鶴
子
さ
ん
（
70
）
淳
　
悦
・
妻
・
袖
　
山

６
／６
佐
藤
安
次
郎
さ
ん
（
77
）
安
　
照
・
父
・
下
　
通

読者からの投稿
投稿者　泡ノ渕　横　山　勝　雄さん

（
町
営
住
宅
）


